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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期第３四半期 6,358 43.5 246 △26.8 270 △14.9 169 △14.8

2022年９月期第３四半期 4,429 21.2 336 27.7 318 18.2 198 22.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年９月期第３四半期 52.94 －

2022年９月期第３四半期 61.35 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年９月期第３四半期 3,499 2,403 68.7

2022年９月期 3,084 2,472 80.2

（参考）自己資本 2023年９月期第３四半期 2,403百万円 2022年９月期 2,472百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年９月期 － 0.00 － 24.00 24.00

2023年９月期 － 0.00 －

2023年９月期（予想） 24.00 24.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 35.1 164 △44.4 164 △36.9 102 △54.0 32.44

１．2023年９月期第３四半期の業績（2022年10月１日～2023年６月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年９月期の業績予想（2022年10月１日～2023年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

（注）今回の修正予想の当期純利益は据え置いておりますが、１株当たり当期純利益の増加は自己株式の取得によるもの

です。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年９月期３Ｑ 3,235,000株 2022年９月期 3,235,000株

②  期末自己株式数 2023年９月期３Ｑ 240,049株 2022年９月期 49株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年９月期３Ｑ 3,194,511株 2022年９月期３Ｑ 3,234,998株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事

項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３)業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………………………… 3

２．四半期財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期貸借対照表 ………………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期損益計算書 ………………………………………………………………………………………………… 5

第３四半期累計期間 ……………………………………………………………………………………………… 5

（３）四半期財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………………… 6

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 6

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 6

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………………………… 6

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 6

○添付資料の目次

- 1 -

株式会社アミファ　　（7800）
2023年９月期　第３四半期決算短信



売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

当第３四半期累計期間 6,358,436 246,088 270,920 169,108

前第３四半期累計期間 4,429,878 336,241 318,509 198,459

増減額 1,928,558 △90,153 △47,588 △29,350

増減率（％） 43.5 △26.8 △14.9 △14.8

ワンプライス商品 プチプライス商品 合計

当第３四半期累計期間 6,016,515 341,921 6,358,436

前第３四半期累計期間 4,149,524 280,354 4,429,878

増減額 1,866,991 61,567 1,928,558

増減率（％） 45.0 22.0 43.5

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年６月30日）におけるわが国経済は、急激な円安や原材

料コスト上昇を受けて消費者物価は上昇傾向にありますが、ウィズ・コロナの新たな段階への移行が進められる中

での個人消費回復の動き、金融緩和の継続、株式市況の活況など緩やかな持ち直しの動きがみられました。

こうした環境下、当社はクリスマス、バレンタイン等のイベント関連商品が好調に推移したほか、ウィズ・コロ

ナの新しいトレンドを積極的に取り込み、新企画、新商品提案を行った結果、売上高は大幅増となりました。一

方、物流費削減をはじめとした原価低減、生産性向上努力の効果がありましたが、円安による商品仕入価格高騰の

影響がそれらを上回り、前年同期比減益となりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の経営成績は以下のとおりであります。

（千円）

売上高は、前年同期比1,928,558千円増加（同43.5％増）の6,358,436千円となりました。

これは、消費者がコロナ禍後の新しい生活様式に慣れ、当社の主力とする嗜好品を好む余裕が生まれたこと 

と、内部要因としては、その新しい消費者マインドに深くマーケティングした効果が現れ、商品ヒット率が大きく

向上した効果が表れた結果と分析しています。第１四半期及び第２四半期はクリスマスやバレンタインといったイ

ベント関連商品の販売数増加が売上を牽引しました。また、「イエナカ消費（巣ごもり消費）」の需要を的確に捉

えた商品や小売価格100円より高価に感じられる「高見え」新商品群のヒットに加え、ライセンス企画商品の拡大

もあり、年度を通じて販売できる「通年型商品」の販売数が増加しました。これにより、第３四半期も売上が堅調

に推移し、前年同期比43.5％増と大幅に伸長しました。

なお、当第３四半期累計期間における当社のライフスタイル雑貨の商品群別累計売上高は、下表の通り、「ワン

プライス商品」が6,016,515千円（前年同期比45.0％増）、「プチプライス商品」が341,921千円（前年同期比

22.0％増）となりました。

（千円）

営業利益は、前年同期比90,153千円減少（同26.8％減）の246,088千円となりました。

これは、販売数量の大幅な拡大や価格改定交渉による増益効果があったものの、円安による原価への影響を吸収

することができなかったこと、また販管費においても、物流費削減努力やDXの取り組みで一定の成果はあったもの

の、労務費の増加等の減益要因があったことによるものです。

経常利益は、前年同期比47,588千円減少（同14.9％減）の270,920千円となりました。

これは、営業外損益において、前第３四半期累計期間において営業外費用に為替差損17,554千円がありました

が、当第３四半期累計期間は営業外収益に為替差益24,988千円があったこと等によるものです。

以上の結果、四半期純利益は、前年同期比29,350千円減少（同14.8％減）の169,108千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は3,342,593千円となり、前事業年度末に比べ408,261千円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が184,120千円減少した一方、棚卸資産が557,902千円増加したことによるも

のであります。固定資産は157,326千円となり、前事業年度末に比べ6,919千円増加いたしました。これは主に有

形固定資産が3,849千円増加、無形固定資産が2,698千円増加したことによるものです。

この結果、総資産は3,499,920千円となり、前事業年度末に比べ415,181千円増加いたしました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は806,820千円となり、前事業年度末に比べ477,684千円増加いたし

ました。これは主に短期借入金が400,000千円、未払法人税等が82,145千円増加した一方、賞与引当金が36,837

千円、１年内返済予定の長期借入金が17,500千円減少したことによるものです。固定負債は289,281千円とな

り、前事業年度末に比べ6,598千円増加いたしました。これは退職給付引当金が6,598千円増加したことによるも

のです。

この結果、負債合計は1,096,102千円となり、前事業年度末に比べ484,282千円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は2,403,817千円となり、前事業年度末に比べ69,101千円減少い

たしました。これは主に四半期純利益が169,108千円、配当金の支払いが77,638千円、自己株式の取得が157,200

千円あったことによるものです。

この結果、自己資本比率は前事業年度末に比べて11.5ポイント減少し、68.7％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

売上高につきましては、クリスマス、バレンタイン等のイベント関連商品がコロナ禍の落ち着きに伴って好調に

推移したほか、ウィズ・コロナの新しい生活様式を積極的に取り込んだ新企画、新商品の提案を行った結果、新商

品のヒット率が大幅に上がり、大幅な増収となる見込みであります。なお、この売上高は過去最高であります。

一方、利益につきましては、売上高の大幅な増加による増益、円安を踏まえた価格改定交渉、物流費を中心とし

た原価低減、生産性向上等の成果が上がっておりますが、円安による商品仕入価格高騰に相殺される見込みのた

め、業績予想を据え置いております。

なお、2023年９月期の業績予想については、同日に公表した「2023年９月期業績予想の修正に関するお知らせ」

のとおりです。
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（単位：千円）

前事業年度
(2022年９月30日)

当第３四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 898,135 714,015

受取手形及び売掛金 556,416 599,207

電子記録債権 3,698 5,580

棚卸資産 1,315,296 1,873,199

その他 160,914 150,590

貸倒引当金 △130 -

流動資産合計 2,934,331 3,342,593

固定資産

有形固定資産 46,691 50,540

無形固定資産 41,385 44,084

投資その他の資産 62,330 62,701

固定資産合計 150,406 157,326

資産合計 3,084,738 3,499,920

負債の部

流動負債

買掛金 32,693 83,192

短期借入金 - 400,000

１年内返済予定の長期借入金 17,500 -

未払金 212,630 205,134

未払法人税等 - 82,145

賞与引当金 36,837 -

その他 29,475 36,348

流動負債合計 329,136 806,820

固定負債

退職給付引当金 28,348 34,946

役員長期未払金 254,335 254,335

固定負債合計 282,683 289,281

負債合計 611,820 1,096,102

純資産の部

株主資本

資本金 37,220 37,220

資本剰余金 273,468 273,468

利益剰余金 2,121,713 2,213,182

自己株式 △31 △157,231

株主資本合計 2,432,370 2,366,639

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 40,548 37,177

評価・換算差額等合計 40,548 37,177

純資産合計 2,472,918 2,403,817

負債純資産合計 3,084,738 3,499,920

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2021年10月１日
　至　2022年６月30日)

 当第３四半期累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 4,429,878 6,358,436

売上原価 2,584,796 4,224,898

売上総利益 1,845,082 2,133,538

販売費及び一般管理費 1,508,840 1,887,450

営業利益 336,241 246,088

営業外収益

受取利息 3 2

為替差益 - 24,988

固定資産売却益 - 1,038

受取補償金 369 386

その他 40 434

営業外収益合計 413 26,851

営業外費用

支払利息 444 1,216

為替差損 17,554 -

固定資産除却損 - 428

自己株式取得費用 - 333

その他 146 39

営業外費用合計 18,145 2,018

経常利益 318,509 270,920

税引前四半期純利益 318,509 270,920

法人税等 120,049 101,812

四半期純利益 198,459 169,108

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

- 5 -

株式会社アミファ　　（7800）
2023年９月期　第３四半期決算短信



（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

当社は、2023年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式240,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期累計期間において自己株式が157,200千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式が

157,231千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に見積実効税率を乗じて計算しております。

（重要な後発事象）

（多額の借入の実行）

当社は、取引銀行3行と当座貸越契約を締結しておりますが、売上の急拡大に伴う運転資金需要増加を考慮

し、極度額を1,900百万円から2,400百万円に拡大いたしました。

また、下記の条件で当座貸越を利用し、四半期末日以後に300百万円の借入を実行しました。

内容

① 資金使途　　　　　　運転資金

② 借入実行額　　　　　200百万円

③ 利息　　　　　　　　基準金利+スプレッド

④ 借入実行日　　　　　2023年７月14日

⑤ 当座貸越契約期限　　2024年２月29日

⑥ 担保提供資産の有無　無担保、無保証

① 資金使途　　　　　　運転資金

② 借入実行額　　　　　100百万円

③ 利息　　　　　　　　市場金利に連動する変動金利

④ 借入実行日　　　　　2023年７月18日

⑤ 当座貸越契約期限　　2024年４月１日

⑥ 担保提供資産の有無　無担保、無保証
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